２　奨恵社５０年史
地の利を生かした　　　「奨恵社５０年史」によれば、因伯２州において、旧藩時代にの創設米穀の輸出を目的として
橋津藩倉　　　　　　経営せせられた藩倉が、灘辺の各要所に存在したことは前掲のとおりであるが、その中において、橋津藩倉が最古であり、かつ最大であったということである。というのは、往古からの穀倉地帯である天神川流域の、旧河村・久米両郡の平野の出口であり、東郷湖尻と旧天神川の合流点を占める橋津港があったからである。ここに貞観EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(きやくしき),格式)従５位下のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(みなと),湊)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(のかみ),神)をいつきEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(まつ),祀)っていたのは、すでに千数百年前の馬ノ山古墳群が築造された時代からで、港としての地の利が認識され、山陰道の沿岸航行や大陸との交通拠点として利用されていた適地であったからであろう。
日本における二大　　　そこで、旧鳥取池田藩時代になってからも早くここに着眼し、池田光仲就封１３年後の正俗２
藩倉の一つ　　　　　（１６４５）年の創設で、山形県酒田の藩倉とともに、日本における二大倉庫の１つとして知られている。旧藩当時には倉庫１６棟、建坪６０３坪を有し、年年５万俵以上を収納したものであった。

　　　　　　　　　　　因伯各所の藩倉に納める米穀は、年によって増減があるから、これをつまびらかにしがたいが、鳥取県郷土史のあげている数量を表示してみると、橋津藩倉の地位格式が察せられる。

　　　　　　　　　　　日野郡の奥地や八東郡の一部は、交通不便のため大庄屋扱いで、そのところの蔵に納め、手形をもって代銀納めとした。この表の中の米子・倉吉・鳥取の３倉を除く９つの、いわゆる灘倉の蔵入高を比較してみても、橋津藩倉の経営の大きかったことがうなづける。
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